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け
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目
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発
行
責
任
者

議
　
　
長
　
山
　
田
　
重
　
喜

　
夏
の
酷
暑
が
終
わ
り
、今
度
は
台

風
が
毎
週
の
よ
う
に
発
生
し
日
本
列

島
を
襲
い
、各
地
で
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
編
集
後
記
を
書
い
て
い
る
今

は
、幸
い
に
も
あ
わ
ら
市
に
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
、い
つ

何
時
被
災
す
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

常
日
頃
か
ら
防
災
減
災
の
た
め
の
準

備
を
着
実
に
進
め
て
お
く
の
が
急
務

で
あ
る
と
思
っ
た
次
第
で
す
。

　
自
然
豊
か
な
郷
土
の
繁
栄
と
市
民

の
幸
福
の
た
め
に
、ま
ず
は
安
心
と
安

全
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
市
民
の
代
弁
者
で
あ
る
議
会
の

責
務
と
し
て
も
、し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　
来
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
何
事
も
な
く

無
事
に
迎
え
て
楽
し
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
室
谷
）

　八雲神社は、もともとは安楽寺の守護神牛頭天王社として祀られてきました。それが北潟東西地区の村人

の崇敬する氏神になり、天王講祭りとして今に受け継がれてきたのです。真宗王国の嶺北で、今でも神仏習

合の祭りが古式の姿を保ち執り行われているのは貴重なことです。

　八雲神社の入り口に立つと、左手奥の方に不動明王が祀られています。参道の長さは約２００ｍ、石段は

１００段、４０ｍほどの小高い丘の上に本殿があります。

　まさしく鎮守の森であります。

　天王講祭りは、７月の第４土、日曜日に開催され、前日の準備

として写真のような砂盛りをします。砂盛りとは、神輿の置かれる

場所で、神聖な森を象徴したものです。この砂盛りの風習は、極

めて珍しい古来の神輿の迎え方になります。

　当日は神輿が砂盛りの周りを舞い、２日間にわたり東西の祭りが

行われます。（北潟村民誌より引用）　　　　　　　　　　　（仁佐）
砂盛り

「八雲神社と天王講祭り」
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議
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総
務
教
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厚
生
分
科
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産
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建
設
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科
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〜
３
日
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あ
わ
ら
市
議
会
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加
賀
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会
合
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、福
井
河
川
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所
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陸
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件
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９月定例会報告‥‥‥‥‥‥‥‥

議会トピックス‥‥‥‥‥‥‥‥‥

委員会報告‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

一般質問‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

請願・陳情・意見書等‥‥‥‥‥‥

討論‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議案と結果‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ふるさと探訪‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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　令和元年９月定例会が８月２７日から１０月２４日までの会期で開催されました。
　今回の定例会では、専決処分の承認に関するもの１議案、平成３０年度の各会計決算の認定等に関する
もの1０議案、補正予算に関するもの１議案、条例の改正等に関するもの７議案、字の区域の変更に関する
もの１議案、人事に関するもの２議案の計２２議案が上程され、すべて原案のとおり承認・可決されました。
　また、今回は９名の議員が一般質問を行い、理事者に対して市政をただしました。
　その他、議員発議による意見書２件を可決し、陳情１件を採択としました。

■一般会計予算総額は１４８億７,０５２万７千円に
■平成３０年度各会計の決算を認定
■代表監査委員　伊東 秀一 氏の選任に同意
■人権擁護委員　小濱 弘範 氏の推薦に同意

■一般会計予算総額は１４８億７,０５２万７千円に
■平成３０年度各会計の決算を認定
■代表監査委員　伊東 秀一 氏の選任に同意
■人権擁護委員　小濱 弘範 氏の推薦に同意

議会トピックス議会トピックス

あわら市議会・加賀市議会合同要望活動
　1０月８日にあわら市議会、加賀市議会が合
同で「国道８号バイパスの整備促進」につい
て、要望活動を実施しました。
　両市議会合わせて12名が２班に分かれ、
近畿地方整備局（大阪市）及び福井河川国
道事務所と北陸地方整備局（新潟市）及び金
沢河川国道事務所を訪問し要請しました。

6,625万8千円を増額6,625万8千円を増額
令和元年度一般会計補正予算（第３号）

あわら市議会・加賀市議会による近畿地方整備局合同要望あわら市議会・加賀市議会による近畿地方整備局合同要望

近畿地方整備局

北陸地方整備局

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

令
和
元
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
で
審
査
状
況
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

４
万
１
千
円

■
市
民
課

障
が
い
者
臨
時
職
員
の

雇
用
賃
金

３
２
２
万
３
千
円

委
員 

障
が
い
者
を
雇
用
す

る
場
合
、
庁
舎
の
整
備
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
。
市
は
そ
の
整
備
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

理
事
者 

市
は
受
け
入
れ
の

整
備
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
そ
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
す
る
上
で
も
、
今
回

は
臨
時
職
員
の
採
用
と
し
て

い
ま
す
。

委
員 

国
民
年
金
受
給
者
は

対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

理
事
者 

９
月
の
広
報
紙
に

詳
細
を
掲
載
し
て
お
り
、
３

つ
の
条
件
を
満
た
せ
ば
上
乗

■
監
理
課

産
休
・
育
休
職
員
代
替

職
員
の
賃
金

１
２
６
万
２
千
円

委
員 

市
の
産
休
・
育
休
の

期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

理
事
者 

産
休
は
産
前
・
産

後
そ
れ
ぞ
れ
８
週
、
育
休
は

３
年
間
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

第
３
子
以
降
及
び
５
歳

児
の
副
食
費
補
助

４
４
８
万
２
千
円

委
員 

５
歳
児
の
副
食
費
無

料
化
も
今
年
度
だ
け
で
あ
る
。

　

市
独
自
に
２
千
３
０
０
万

円
を
負
担
し
、
３
歳
か
ら
５

歳
児
の
副
食
費
も
無
償
と
す

べ
き
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
配
置
事
業

48
万
４
千
円

委
員 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
活
動
時
間
を
増

や
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
不

足
は
な
い
の
か
。

理
事
者 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
市
内
小
中

学
校
９
校
全
て
を
回
り
、
家

庭
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

時
間
が
増
え
れ
ば
、
そ
の
活

動
が
よ
り
充
実
で
き
ま
す
。

　

な
お
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
２
人
だ
け
で
な

く
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

も
含
め
て
、
子
ど
も
の
教
育

相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

■
税
務
課

特
定
空
家
等
除
却
支
援

補
助
金

50
万
円

委
員 

こ
の
補
助
金
は
更
地

に
し
な
い
と
補
助
さ
れ
な
い

の
か
。

理
事
者 

解
体
し
更
地
に
す

る
工
事
に
対
す
る
補
助
金
で

す
。 ■

生
活
環
境
課

駅
西
口
エ
リ
ア
に
お
け

る
建
物
購
入
費98

万
円

委
員 

98
万
円
の
算
定
根
拠

は
何
か
。

理
事
者 

不
動
産
鑑
定
評
価

結
果
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

■
新
幹
線
ま
ち
づ
く
り
課

せ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
対
象

者
に
は
年
金
機
構
か
ら
通
知

が
届
い
て
い
ま
す
。

施
設
等
利
用
給
付
事
業

４
５
３
万
９
千
円

■
子
育
て
支
援
課

委
員 

仁
愛
女
子
短
期
大
学

附
属
幼
稚
園
と
福
井
大
学

教
育
学
部
附
属
幼
稚
園
の

１
人
あ
た
り
の
金
額
に
差
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

理
事
者 

国
の
上
限
が
、
国

立
は
８
千
７
０
０
円
、
国
立

以
外
は
２
万
５
千
７
０
０
円

と
決
ま
っ
て
い
る
た
め
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。

委
員 

幼
稚
園
預
か
り
保
育

利
用
併
用
者
分
と
は
ど
の
よ

う
な
子
が
対
象
に
な
る
の
か
。

理
事
者 

市
内
の
こ
ど
も
園

の
１
号
認
定
（
幼
稚
園
部

分
）
の
子
や
市
外
の
幼
稚
園

に
通
う
子
な
ど
が
対
象
と
な

り
、
そ
の
子
ら
が
、
午
前
中

は
幼
稚
園
と
し
て
通
い
、
午

後
か
ら
は
預
か
り
保
育
と
し

て
利
用
し
た
場
合
に
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
里
帰
り
等
で
幼
稚

園
に
通
う
子
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
導
入３５

９
万
７
千
円

■
教
育
総
務
課

委
員 

県
、
市
、
教
職
員
の

誰
も
が
情
報
を
閲
覧
で
き
て

し
ま
う
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
守
ら
れ
る
の
か
。

理
事
者 

シ
ス
テ
ム
に
入
る
に

は
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ
及
び
パ
ス

ワ
ー
ド
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
誰
も
が
閲
覧
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
市
と
し
て
は
運

用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
行
う

予
定
で
す
。

9月定例会9月定例会

い とうい とう ひでかずひでかず

こ はまこ はま ひろのりひろのり

　

予
算
決
算
常
任
委
員
会
は
、予
算
と
決
算
を
一体
で
審
査
す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
委
員
会
の
設
置
に
よ
り
、
予
算
を
審
査
し
た
議
員
が
決
算
を
審
査
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
と
も
に
、
決
算
審
査
の
結
果
を
次
の
予
算
に
反
映
し
や
す
く
で
き
る
こ
と
か

ら
、
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
、
今
後
一段
と
高
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
定
例
会
で
は
、
２
つ
の
分
科
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
調
査
を
依
頼
し
て

お
り
、
本
号
は
補
正
予
算
の
主
な
項
目
の
み
掲
載
し
ま
す
。
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光
関
係
者
や
地
域
住
民
な

ど
幅
広
い
分
野
の
方
々
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、更
な

る
ウ
エ
ル
カ
ム
ロ
ー
ド
と
し

て
ソ
フ
ト
、セ
ミ
ハ
ー
ド
の
面

で
ど
う
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
く
か
検
討
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

道
路
を
保
全
し
て
い

く
た
め
に
は
、地
元
住
民
の

盛
り
上
が
り
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
の
で
、議
員
が
中

心
と
な
っ
て
働
き
か
け
を
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

西
口
立
体
駐
車
場

基
本
設
計
業
務

委
員 

人
口
減
少
が
進
む
中

で
、
６
〜
７
憶
円
を
投
資
す

る
こ
と
が
適
切
と
は
思
え
な

い
。

理
事
者 

駐
車
料
金
に
よ
っ

て
は
、
10
年
間
で
費
用
は
賄

え
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
以
降
は
、

収
入
と
な
り
ま
す
。

委
員 

新
幹
線
開
業
に
合
わ

金
津
創
作
の
森
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　

金
津
創
作
の
森
の
イ
メ
ー

ジ
と
認
知
度
を
更
に
高
め
る

た
め
、
施
設
の
名
称
を
金
津

創
作
の
森
美
術
館
と
し
ま
す
。

委
員 

現
状
の
ま
ま
で
、
美

術
館
と
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

理
事
者 

博
物
館
法
に
よ
る

認
定
を
受
け
な
く
て
も
、
美

術
館
を
名
乗
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定

　

女
性
活
躍
の
観
点
か
ら
、

住
民
票
、
個
人
番
号
カ
ー

ド
等
へ
の
「
旧
氏
」
の
併
記
、

及
び
、
住
民
票
に
記
載
の
あ

る
「
旧
氏
」
で
の
印
鑑
登
録

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
性
別
の
記
載
は
削

除
さ
れ
ま
す
。

委
員 

印
鑑
登
録
は
、「
旧

氏
」
と
「
新
氏
」
の
両
方
、

登
録
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

性
別
を
記
載
し
な
い
の
は
印

鑑
証
明
書
だ
け
か
。

理
事
者 

登
録
で
き
る
印
鑑

は
、「
旧
氏
」
か
「
新
氏
」
の

ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
で
す
。

性
別
を
記
載
し
な
い
の
は
、

住
民
票
事
項
記
載
証
明
書

と
印
鑑
証
明
書
で
す
。

水
道
事
業
給
水
条
例

及
び
芦
原
温
泉
上
水

道
財
産
区
水
道
事
業

給
水
条
例
の
一部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　

水
道
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

消
費
税
法
等
の
一
部

改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る

条
例
の
制
定

　

消
費
税
率
10
％
に
伴
い
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、

公
共
施
設
の
使
用
料
を
改

正
し
ま
す
。

委
員 

外
税
の
使
用
料
は
、

今
回
の
条
例
で
は
改
正
さ
れ

な
い
が
、
請
求
額
は
上
が
る

の
か
。

理
事
者 

も
と
も
と
外
税
の

も
の
は
、
10
月
か
ら
10
％
で

請
求
し
ま
す
。

委
員 

施
行
日
が
、
令
和
２

年
４
月
１
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
10
月
１
日
か
ら
で
は
な

い
の
か
。

理
事
者 

年
度
途
中
の
変
更

は
、
予
算
等
に
影
響
が
あ
る

の
で
、
来
年
４
月
か
ら
と
し

て
い
ま
す
。

議
案
外
の
件

　

細
呂
木
地
区
の
県
営
土

地
改
良
事
業
の
整
備
が
完

了
し
、
換
地
処
分
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
字
の
区
域

を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

委
員 

橋
屋
区
の
一
部
も
入
っ

て
い
た
と
記
憶
す
る
が
い
か

が
か
。

理
事
者 

区
域
は
細
呂
木
、

樋
山
で
あ
り
、
橋
屋
区
は
経

営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

の
区
域
外
で
す
。

字
の
区
域
の
変
更

土
木
部
長

市政について問う！市政について問う！市政について問う！市政について問う！
9月定例会では、9人の議員が一般質問を行いました。
ここでは、その質問と答弁の要旨を掲載します。（通告順）

インターネット中継で一般質問をご覧になれます。

■仁佐 一三 議員
●地域防災について

■笹原 幸信 議員
●上下水道料金の設定について

■山口 志代治 議員
●あわら市における人口減少対策は

■室谷 陽一郎 議員
●あわら市公共施設等総合管理計画について

■平野 時夫 議員
●新生児聴覚検査と人工内耳の助成について
●合併浄化槽への転換について

■山川 知一郎 議員
●公共施設再配置計画について
●子育て支援の拡充について

■八木 秀雄 議員
●あわら市観光振興戦略について
●市道芦原金津線の整備について

■堀田 あけみ 議員
●介護予防日常生活支援総合事業について
●共生型サービスについて

■向山 信博 議員
●イノシシの抜本的対策について
●西口立体駐車場の必要性について

２
０
２
３
年
春
に

は
北
陸
新
幹
線
敦
賀
延
伸

と
中
部
縦
貫
道
路
全
線
開

通
と
い
う
大
交
流
時
代
の

幕
開
け
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。こ
の
よ
う
な
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
、「
住
ん
で
よ

し
、訪
れ
て
よ
し
」の
誰
も

が
と
き
め
く
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に「
あ
わ
ら

市
観
光
振
興
戦
略
」を
策
定

し
た
が
、そ
れ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

計
画
期
間
は
本
年

度
か
ら
の
５
年
間
と
し
て
お

り
、７
つ
の
戦
略
、16
の
観
光

施
策
の
も
と
に
52
の
事
業

を
掲
げ
て
い
ま
す
。社
会
経

済
情
勢
や
優
先
度
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
道
芦
原
金
津
線

は
、ア
メ
リ
カ
フ
ウ
、ト
ウ
カ

エ
デ
、ヤ
マ
ボ
ウ
シ
と
い
う

美
し
い
街
路
樹
に
包
ま
れ
、

金
津
市
街
地
と
芦
原
温
泉

市
街
地
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
で
あ
る
。ま
た
、あ

わ
ら
温
泉
へ
行
く
ウ
エ
ル
カ

ム
ロ
ー
ド
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ロ
ー
ド
と
い
う
意
味
合
い
も

有
し
て
い
る
。

　

観
光
的
に
も
大
変
重
要

な
路
線
で
あ
り
、更
な
る
魅

力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
整
備
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

優
れ
た
景
観

を
適
正
に
維
持
管
理
す
る

こ
と
が
、ま
ず
は
肝
要
か
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
は
、観

八
木

市
長

八
木

市
長

市
道
芦
原
金
津
線
の

整
備
事
業

あ
わ
ら
市
観
光
戦
略

せ
、
受
け
入
れ
体
制
を
整
え

る
べ
き
と
考
え
、
駐
車
台
数

３
０
０
台
の
立
体
駐
車
場
は

必
要
で
あ
る
が
、
基
本
設
計

の
成
果
品
を
確
認
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

後
日
、
再
度
委
員
会
を

開
催
し
、
理
事
者
か
ら
成

果
品
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
詳
細
設
計
業
務
に
取

り
掛
か
る
こ
と
を
出
席
委
員

全
員
で
了
承
し
ま
し
た
。

八
木 

秀
雄 

議
員

・
あ
わ
ら
市
観
光
戦
略
に
つ
い
て

・
市
道
芦
原
金
津
線
の

　
　 

整
備
事
業
に
つ
い
て

金津創作の森美術館

市道芦原金津線 （仮称）あわら市西口立体駐車場イメージ図
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点
検
や
研
修
会
な
ど
を

行
っ
て
お
り
、参
加
し
た
方

か
ら
は
数
多
く
の
前
向
き

な
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
各
集
落
で
の
点

検
や
研
修
会
な
ど
を
通
し
て

正
確
な
情
報
を
伝
え
、地
域

住
民
と
と
も
に
鳥
獣
害
対

策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

地
域
住
民
と
猟
友

会
と
の
関
係
が
良
好
で
な

い
。市
と
し
て
猟
友
会
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

昨
年
度
に
策
定
し

た「
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
マ
ニ
ュ
ア

ル
」に
基
づ
き
、集
落
に
は

「
有
害
獣
捕
獲
檻
設
置
に
関

す
る
同
意
書
」を
提
出
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
集
落

に
は
、猟
友
会
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
捕
獲
檻
設
置
か
ら

稼
働
ま
で
の
流
れ
な
ど
を

今
年
度
、鳥
獣
害
対

策
室
を
設
置
し
、調
査
対
策

を
実
行
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、地
域
の
住
民
か
ら

は
、未
だ
そ
の
効
果
が
見
え

て
こ
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

　

市
と
し
て
、地
域
住
民
に

対
す
る
施
策
の
説
明
と
考

え
方
を
連
絡
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

集
落
な
ど
に
は
、①

寄
せ
つ
け
な
い
環
境
づ
く

り
、②
侵
入
を
防
止
す
る
取

り
組
み
、③
捕
獲
対
策
、こ

れ
ら
３
つ
の
対
策
を
進
め
る

よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、７
月
に
開
催
し
た

「
あ
わ
ら
市
鳥
獣
害
対
策
協

議
会
総
会
」に
合
わ
せ
て
講

習
会
を
開
催
し
、加
入
集
落

に
対
し
そ
の
重
要
性
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ま
で
集
落

指
導
し
、捕
獲
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
度
か
ら
猟
友

会
に
２
カ
月
に
１
度
、捕
獲

檻
の
点
検
を
依
頼
す
る
と

と
も
に
、市
と
は
定
期
的
に

協
議
を
す
る
な
ど
情
報
の

共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、市
と
し
ま

し
て
は
、協
議
会
に
加
盟
す

る
集
落
と
猟
友
会
の
関
係

は
良
好
な
状
態
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

市
長

市
長

向
山

市
長

向
山

当
す
る
額
は
、税
抜
単
価
が

１
㎥
あ
た
り
65
円
で
す
の

で
、税
込
み
で
約
１
億
４
千

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
県
水
費

用
の
削
減
の
た
め
に
、ど
の

よ
う
な
交
渉
を
行
っ
て
き

た
か
。

昭
和
63
年
に
県
と

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、坂
井
地
区
水
道
用

水
供
給
事
業
の
決
算
状
況

や
今
後
の
見
通
し
な
ど
を

検
証
し
な
が
ら
、幾
度
と
な

く
交
渉
を
行
い
、現
在
は
１

㎥
あ
た
り
65
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
間
、責
任
水
量
の
軽

減
に
つ
い
て
も
要
請
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、責
任
水
量
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

本
市
の
水
道
事
業

会
計
は
赤
字
続
き
で
、一
般

会
計
か
ら
多
額
の
補
助
を

行
い
、市
の
財
政
を
圧
迫
し

て
い
る
。そ
の
要
因
と
し
て
、

県
か
ら
受
け
入
れ
て
い
る

責
任
水
量
が
大
き
く
関

わ
っ
て
い
る
。

　

県
水
の
責
任
水
量
と
実

際
の
使
用
量
の
差
、未
使
用

分
の
支
払
い
額
は
い
く
ら

か
。

県
水
の
責
任
水
量

は
、本
市
と
芦
原
温
泉
上
水

道
財
産
区
を
合
わ
せ
て
、年

間
約
５
９
０
万
６
千
㎥
と

な
り
ま
す
。こ
れ
に
対
し
、平

成
30
年
度
の
実
際
の
使
用

量
は
、年
間
約
３
８
２
万
㎥

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、そ
の

差
は
約
２
０
８
万
６
千
㎥

で
、約
35
％
が
未
使
用
分
と

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
差
に
相

県
水
の
責
任
水
量

の
見
直
し
と
単
価
の
引
き

下
げ
の
成
果
を
あ
げ
、水
道

料
金
の
値
上
げ
幅
を
抑
え
、

市
民
の
負
担
を
軽
減
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

昨
年
度
、策
定
し
た

水
道
事
業
経
営
戦
略
で
は
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

様
々
な
経
費
削
減
策
を
講

じ
て
も
な
お
財
源
不
足
が

生
じ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
23
年
１
月
の

料
金
改
定
以
降
、８
年
間
に

わ
た
り
料
金
改
定
を
行
わ

ず
、一
般
会
計
か
ら
の
補
助

額
は
拡
大
す
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、引
き
続
き
県
と
交

渉
を
進
め
な
が
ら
、市
民
の

負
担
を
少
し
で
も
抑
え
る

よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

市
長

市
長

市
長

笹
原

笹
原

笹
原

先
般
の
防
災

セ
ミ
ナ
ー
は
防
災
減
災
危

機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ

る
、東
日
本
大
震
災
の
経
験

に
基
づ
い
た
講
演
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、大
変
参

考
に
な
っ
た
と
の
評
価
を
得

て
い
ま
す
。今
後
も
こ
の
よ

う
な
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。避

難
所
は
弱
者
で

あ
る
高
齢
者
や
障
が
い
者
、

子
ど
も
な
ど
が
避
難
し
や

す
く
、安
心
安
全
な
場
所
で

あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

災
害
の
大
き
さ
や
種
類

に
よ
っ
て
は
、避
難
所
と
し

て
適
さ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る

の
で
、芦
原
青
年
の
家
も
避

難
所
と
す
べ
き
で
な
い
か
。

県
と
は
、芦
原

青
年
の
家
を
２
次
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
協
議

自
主
防
災
組
織
を

立
ち
上
げ
て
も
役
員
が
１
、

２
年
で
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま

う
の
で
、組
織
強
化
が
図
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
。

集
落
全
体
の

防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、担
い
手
の
育
成
、防

災
士
の
養
成
、防
災
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
方
々
の
任
期
の

延
長
、長
期
化
を
働
き
か
け

て
い
ま
す
。ま
た
、集
落
や
地

区
に
出
向
い
て
出
前
講
座

を
積
極
的
に
実
施
し
、組
織

強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

８
月
に
開
催
さ
れ

た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
は
リ
ア

ル
な
話
で
参
考
に
な
っ
た
。

 

こ
う
し
た
セ
ミ
ナ
ー
も
防

災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が

る
の
で
、継
続
す
べ
き
で
な

い
か
。

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、指
定
の
避
難

所
だ
け
に
避
難
す
る
と
い
う

の
で
な
く
、柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、自
主
防
災
組
織
、

避
難
所
、安
否
確
認
の
体

制
、外
国
人
の
対
応
や
食
の

提
供
な
ど
、問
題
が
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
す
。そ
の
解
決
に

は
議
員
や
市
民
の
協
力
を

得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

仁
佐

仁
佐

仁
佐

相
談
窓
口
、ケ
ア
プ
ラ
ン
作

成
等
を
行
う
機
関
と
し
て
、

相
談
内
容
の
複
雑
化
、医

療
・
介
護
な
ど
の
関
係
機
関

と
の
連
携
強
化
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、業
務
量

は
増
大
し
て
い
ま
す
。き
め

細
か
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、体
制
強
化
の
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

は
足
り
て
い
る
か
。人

材
不
足

は
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、常

時
求
人
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、応
募
が
な
い
の
が
現
状

で
す
。地
域
に
十
分
機
能
し

て
い
く
た
め
に
は
、早
急
な

体
制
強
化
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

住
民
主
体
の
サ
ー

ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

あ
わ
ら
市
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
は
あ
る
か
。

市
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
と
し
て「
元
気

ア
ッ
プ
教
室
」を
実
施
し
、リ

ハ
ビ
リ
専
門
職
の
い
る
通
所

介
護
事
業
所
に
委
託
し
て
い

ま
す
。

市
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
に
あ
た
っ
て

の
課
題
は
。

積
極
的
に

介
護
予
防
事
業
を
展
開
し
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
地
域
の
仕
組
み
を
更

に
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
と
課
題
は
。

高
齢
者
の

住
民
主
体

の
地
区
定
着
型
サ
ロ
ン
を
増

や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

あ
わ
ら
市
内
で
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
所
は

あ
る
か
。ま
た
、推
奨
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。金

津
サ
ン

ホ
ー
ム
１
カ
所
で
す
。サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
所
、支
援
関

係
者
、そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
は

あ
り
ま
す
が
、今
後
、障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が

65
歳
を
迎
え
る
際
、共
生
型

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
人
が
増

え
る
こ
と
は
予
想
さ
れ
ま

す
。人
材
を
有
効
に
活
用
で

き
、利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
も

柔
軟
に
対
応
で
き
る
制
度

な
の
で
、推
奨
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

堀
田

堀
田

堀
田

堀
田

堀
田

堀
田

介
護
予
防
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業

共
生
型
サ
ー
ビ
ス

集落近くに現れたイノシシ 防災訓練

・
責
任
水
量
の

　
　
　
現
状
と
今
後

向
山 

信
博 

議
員

笹
原 

幸
信 

議
員

・
地
域
防
災
に
つ
い
て

・
イ
ノ
シ
シ
の
抜
本
的
対
策

仁
佐 

一
三 

議
員

堀
田 

あ
け
み 

議
員

・
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援

　
　
　  

総
合
事
業
に
つ
い
て

・
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
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健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

副
市
長

教
育
長

土
木
部
理
事

「
あ
わ
ら
市
小
中
５

校
に
統
廃
合
」と
の
、７
月

26
日
の
新
聞
記
事
を
見
て
、

私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
は
、「
小
中
学

校
の
統
廃
合
は
考
え
て
い

な
い
。」と
の
弁
明
が
あ
っ
た

が
、「
公
共
施
設
再
配
置
計

画
」を
読
め
ば
、統
廃
合
と

取
ら
れ
て
も
や
む
を
得
な

い
。

　

改
め
て
、小
中
学
校
の
統

廃
合
に
つ
い
て
、ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

「
公
共
施
設
再

配
置
計
画
」は
、公
共
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
等
を

具
現
化
し
、再
配
置
の
基
本

方
針
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

個
別
の
施
設
を
ど
う
す
る

山
川

山
川 小

中
学
校
の
統
廃
合
は

こ
ろ
新
た
な
公
費
助
成
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、再
検
査
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
、精
密
検

査
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関

を
紹
介
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。人

工
内
耳
装
置
の

買
い
替
え
、修
理
、電
池
購

入
へ
の
助
成
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
か
。

現
在
、本

市
に
は
対
象
児
童
が
い
な
い

た
め
、直
ち
に
助
成
制
度
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
が
、今
後
の
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

新
生
児
聴
覚
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
公
費
助

成
と
療
育
支
援
の
仕
組
み

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
内
全
て

の
医
療
機
関
に
お
い
て
、新

生
児
聴
覚
検
査
の
体
制
は

整
っ
て
お
り
、全
て
の
新
生

児
を
対
象
に
、概
ね
生
後
一

週
間
以
内
に
聴
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
費

用
の
助
成
は
、県
内
全
市
町

が
14
回
分
の
妊
婦
健
診
費

用
を
全
額
助
成
し
、出
産
育

児
一
時
金
は
、各
保
険
者
が

42
万
円
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
聴
覚
検
査
の
費
用

も
賄
え
る
の
で
、現
在
の
と

浄
化
槽
に
特
化
し

た
台
帳
の
有
無
と
、単
独
槽

か
ら
合
併
槽
へ
の
転
換
促

進
の
取
り
組
み
は
。浄

化
槽
の

情
報
に
つ
い
て
は
、県
が
管
理

す
る
も
の
で
あ
り
、本
市
は

浄
化
槽
に
特
化
し
た
詳
細
な

台
帳
は
保
有
し
て
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
、毎
年
県
か
ら
浄
化

槽
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
提
供

を
受
け
、そ
の
設
置
状
況
を

把
握
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、下
水
道
整
備
区

域
に
あ
っ
て
は
接
続
を
推
進

し
、下
水
道
計
画
区
域
外
に

つ
い
て
は
、単
独
槽
か
ら
合
併

槽
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

平
野

平
野 合

併
浄
化
槽
へ
の

転
換
促
進

平
野 新

生
児
聴
覚
検
査
と

人
工
内
耳
の
助
成

え
て
い
ま
す
。

　
「
中
期
」と
分
類
し
た
学

校
や
公
民
館
な
ど
に
つ
い
て

は
、実
施
の
期
間
を
見
据
え

て
、実
務
レ
ベ
ル
で
の
準
備
事

務
を
始
め
ま
す
。関
係
地
区

や
団
体
等
と
の
協
議
を
重
ね

な
が
ら
、個
別
施
設
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
長
期
」と
分
類
し

た
施
設
は
、ま
ず
は

長
寿
命
化
を
見
据
え

た
個
別
施
設
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

学
校
や
公
民

館
の
個
別
施
設
計
画

策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
あ
る
の
か
。

実
務
レ
ベ

ル
で
は
そ
れ
ら
の
方

向
に
向
か
っ
た
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。今

後
は
総
務
部
監
理
課

現
存
す
る
公
共
施

設
が
耐
用
年
数
を
迎
え
、

次
々
と
更
新
時
期
と
な
る
。

全
て
を
更
新
す
る
と
な
る

と
莫
大
な
費
用
財
源
が
必

要
と
な
り
、一
方
で
人
口
減

少
に
よ
る
利
用
需
要
も
変

化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

理
事
者
か
ら
公
共
施
設

の
更
新
・
統
廃
合
・
譲
渡
・
長

寿
命
化
な
ど
に
関
し
て
、

「
公
共
施
設
等
再
配
置
計

画
」が
提
示
さ
れ
た
が
、次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、「
個
別
施

設
」に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に

進
め
、策
定
し
て
い
く
の
か
。

令
和
２
年
度
か

ら
順
次
、個
別
施
設
計
画
の

策
定
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
短
期
」に
分
類
し
た
公

園
や
市
営
住
宅
は
、既
に
個

別
施
設
計
画
の
策
定
を
終

に
お
い
て
進
捗
管
理
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
再
配
置
計
画

を
絵
に
描
い
た
餅
と
せ
ず
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
と
財
政
運

営
を
両
立
さ
せ
た
実
質
的

な
個
別
施
設
計
画
を
策
定

し
、実
行
し
て
も
ら
い
た
い
。

室
谷

室
谷

室
谷

２
０
４
５
年
の
人

口
推
計
に
お
い
て
、現
人
口

を
１
と
し
た
場
合
、全
体
で

は
０
．６
７
で
あ
る
。小
学

校
区
ご
と
の
数
値
も
示
さ

れ
、０
．８
７
〜
０
．３
５
の

ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
が
、

対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
ご
と
に
差
異

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

ま
す
。「
ま
ち
・
む
ら
と
き
め

き
プ
ラ
ン
」の
集
落
カ
ル
テ

で
も
集
落
ご
と
の
実
情
が
把

握
で
き
、集
落
活
動
の
維

持
・
活
性
化
・
課
題
解
決
の

た
め
の「
集
落
活
動
へ
の
補

助
金
」の
創
設
や「
集
落
を

担
う
人
材
育
成
の
た
め
の

研
修
会
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、富
山
県
南
砺
市

の「
小
規
模
多
機
能
自
治
」

に
つ
い
て
調
査
検
討
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

地
域
住
民
が
自
信

を
持
っ
て
住
む
仕
組
み
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

と
き
め
き
プ
ラ
ン
の

集
落
カ
ル
テ
で
は
、人
口
減

少
が
大
き
く
、高
齢
化
が
進

ん
だ
地
域
で
あ
る
ほ
ど
、地

域
に
対
す
る
誇
り
や
愛
着

が
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、あ
わ
ら
市
に
は
、

長
い
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
文
化
や
伝
統
な
ど
が

あ
り
、そ
れ
ら
を
磨
き
上
げ

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。小
中
学
校
で
は
地
域

の
魅
力
を
発
見
す
る
授
業

が
行
わ
れ
て
お
り
、と
き
め

き
プ
ラ
ン
策
定
で
は
、市
職

員
が
地
域
に
出
向
い
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、地
域
の
一

員
と
し
て
集
落
活
動
に
積

極
的
に
参
画
す
る
よ
う
強

く
促
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
増
を
果
た
し

た
自
治
体
の
先
進
事
例
か

ら
学
ぶ
も
の
は
。

移
住
者
が
地
域
に

結
び
つ
く
こ
と
で
、地
域
振

興
、活
性
化
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
ま
す
。そ
の
た
め

に
受
け
入
れ
環
境
の
整
備

を
集
落
等
と
進
め
た
く
、既

に
波
松
地
区
、吉
崎
地
区
で

は
、県
外
の
大
学
生
を
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
し
て
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

市
長

山
口

市
長

山
口

市
長

山
口

３
〜
５
歳
児
の

副
食
費
無
償
な
ど

独
自
に
支
援
拡
大
を

副
市
長

副
市
長

か
に
つ
い
て
は
、「
個
別
施
設

計
画
」を
策
定
し
て
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
、小
中
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、議

論
を
進
め
て
い
る
事
実
は
あ

り
ま
せ
ん
。統

廃
合
は
、子
供

た
ち
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な

教
育
環
境
が
望
ま
し
い
か
で

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

小
規
模
校
も
あ
り
ま
す

が
、統
廃
合
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

あ
わ
ら
市
は
現
在
、

独
自
に
５
歳
児
の
こ
ど
も

園
料
を
無
償
に
し
て
い
る

が
、10
月
か
ら
は
、そ
の
費

用
が
不
要
に
な
る
。

　
そ
の
財
源
で
、０
〜
２
歳

児
の
こ
ど
も
園
料
や
、３
〜

５
歳
児
の
副
食
費
を
無
償

に
す
る
な
ど
、支
援
を
強
化

す
べ
き
で
は
な
い
か
。国

に
よ
る

３
〜
５
歳
児
の
こ
ど
も
園

料
無
償
化
に
よ
り
、約
３
千

７
０
０
万
円
が
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

３
〜
５
歳
児
の
副
食
費

を
無
償
に
す
る
に
は
、２
千

３
０
０
万
円
必
要
で
、数
字

の
上
で
は
可
能
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、市
と
し
て
は
国
の

考
え
に
則
り
、無
償
化
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

あわら市公共施設再配置計画 まち・むらときめきシンポジウム

山
川 

知
一
郎 

議
員

・
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

　

ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
！

・
新
生
児
聴
覚
検
査
と

　
　
　
　

人
工
内
耳
の
助
成

・
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換
促
進

平
野 

時
夫 

議
員

・
小
中
学
校
の
統
廃
合
は

・３
〜
５
歳
児
の
副
食
費
無
償
な
ど

　
　
　
　
　

  

独
自
に
支
援
拡
大
を

室
谷 

陽
一
郎 

議
員

・
人
口
減
少
対
策
は

山
口 

志
代
治 

議
員
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討 論

　今回の補正予算案では、第３
子以降の副食費、それから今年
度中は５歳児の副食費の補助
として、４４８万２千円が計上され
ているが、これに加えて、市独自
に２千３００万円を負担し、３歳か
ら５歳児の副食費も無償とすべ
きである。

令和元年度一般会計補正予算（第３号）令和元年度一般会計補正予算（第３号）

反対

　消費税が増税されて家計の
負担が増える。その上、公共施
設などの使用料が上がるという
ことになると、ますます家計は苦
しくなる。市民の暮らしを守るとい
う点では、公共施設の使用料の
値上げは見送るべきである。

消費税法等の一部改正に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について
消費税法等の一部改正に伴う関係条例
の整備に関する条例の制定について

反対

※
地
方
自
治
法
第
99
条
に
お
い
て
、
議
会
は
、
あ
わ
ら
市

の
公
益
に
関
す
る
事
件
に
つ
き
、
意
見
書
を
国
会
や

関
係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
願
・
陳
情

意
見
書
等

自
治
労
福
井
県
本
部
　
執
行
委
員
長
　
橋
岡
　
克
典

提
出
者

採
択
（
国
へ
意
見
書
を
提
出
）

結
　
果

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

全
国
市
議
会
議
長
会
　
会
長
　
野
尻
　
哲
雄

提
出
者

国
へ
意
見
書
を
提
出

結
　
果

●
厚
生
年
金
へ
の
地
方
議
会
議
員
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
の
採
択
に
つ
い
て

公
益
社
団
法
人
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会

公
益
社
団
法
人
福
井
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

公
益
社
団
法
人
あ
わ
ら
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー  

理
事
長  

圓
道
　
紀
夫

提
出
者

市
へ
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要
望

結
　
果

●「
生
涯
現
役
社
会
」を
実
現
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
決
意
と
支
援
の
要
望
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平成３０年度あわら市一般会計歳入歳出決算の認定について

平成３０年度あわら市水道事業会計決算の認定について

平成３０年度あわら市工業用水道事業会計決算の認定について

平成３０年度あわら市公共下水道事業会計決算の認定について

平成３０年度あわら市農業集落排水事業会計決算の認定について

平成３０年度あわら市水道事業会計剰余金の処分について

令和元年度あわら市一般会計補正予算（第３号）

金津創作の森条例の一部を改正する条例の制定について

字の区域の変更について

あわら市監査委員の選任について

あわら市人権擁護委員の推薦について

厚生年金ヘの地方議会議員の加入を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書採択について

議
決
結
果

市
　
　
長
　
　
提
　
　
出
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案
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情

卯
目
ひ
ろ
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向
山
　
信
博

北
島
　
　
登
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川
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郎
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八
木
　
秀
雄

三
上
　
　
薫

山
田
　
重
喜

杉
本
　
隆
洋

森
　
　
之
嗣

吉
田
　
太
一

毛
利
　
純
雄

平
野
　
時
夫

仁
佐
　
一
三

山
口
志
代
治

室
谷
陽
一
郎

堀
田
あ
け
み

○…賛成　　X…反対　　△…棄権　　ー…欠席等
※議長（山田 重喜）は採決に加わらないので「／」で表示

第98回  あわら市議会定例会 議案等の審議結果及び各議員表決令和元年9月

専決処分の承認を求めることについて（令和元年度あわら市一般会
計補正予算（第２号））

平成３０年度あわら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定
について

平成３０年度あわら市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認
定について

平成３０年度あわら市農業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算
の認定について

平成３０年度芦原温泉上水道財産区水道事業会計決算の認定につ
いて

あわら市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための
関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す
る条例の制定について

消費税法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例の制定
について

あわら市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

あわら市水道事業給水条例及び芦原温泉上水道財産区水道事業
給水条例の一部を改正する条例の制定について

あわら市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例及びあわら市子ども・子育て支援法第87条
の規定に基づく過料に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

激励金・協賛金一覧
　あわら市議会議員会は、青少年の育成を目的に、小中学生がスポーツ
等で全国大会に出場する場合、内規に基づき激励金を贈っています。ま
た、地域の活性化を図る観点から、各種協賛も行っています。
　令和元年度上半期分（4月から9月まで）の激励金・協賛金一覧を掲
載します。

（単位：円）

月 激 励 金・協 賛 金 の 内 容 金 　 額

合　　　　　　　　計

緑の募金
金津創作の森友の会年会費
日本中国友好協会年会費
文化協議会賛助会員会費
金津まつり「本陣飾り物」ＰＲポスター製作費助成金
金津中学校サマーコンサート協賛金
芦原中学校文化部サマーコンサート協賛金
全国大会等出場激励金（全農杯2019全日本卓球選手権大会）
社会福祉協議会特別会費
全国大会等出場激励金（第17回全日本軟式野球学生選手権）
全国大会等出場激励金（JFA第29回バーモントカップ全日本U-12フットサル選手権大会）
全国大会等出場激励金（第４回全日本中学女子軟式野球大会）
あわら観月の夕べ2019協賛金

8,500
34 ,000
17 ,000
17 ,000
100 ,000
10 ,000
10 ,000
5 ,000
34 ,000
5 ,000
30 ,000
5 ,000

100 ,000
375 ,500

8  月
9  月

7  月

4  月

議
員
提
出
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